２　ミュージアム･スクール2012
さあ、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(キンビ),美術館)の夏休み!!
会場：常設展示室、造形室、ロビー、北海道立三岸好太郎美術館　ほか
主催：北海道立近代美術館、社団法人北海道美術館協力会
ミュージアム･スクールは、小学生とその保護者を対象に、夏休み期間中、楽しみながら美術に親しむことを目的として、平成3年度より実施している事業である。本年度は、作品鑑賞をしながら美術館に親しむことを目的とした〈アート･オリエンテーリング〉、造形遊びを目的とした〈ミニ･アトリエ〉、学芸員とともに作品鑑賞を楽しみながら美術館の多様な活動に理解を深めてもらうことを目的とした〈バックヤード＆ギャラリー・クルーズ〉、講師の指導のもとでの造形活動を目的とした〈ワークショップ〉と、参加者の関心や利用状況に応じて選択できるよう多彩なプログラムを用意した。
■募集制プログラム

ワークショップ「キンビで昆虫採集!―君だけの、影の光る蝶々づくり」

日　時：8月3日(金)、8月4日(土)　午後1時30分～4時（全2回）
会　場：2階造形室、三岸好太郎美術館、2階廊下など
参加者：小学生とその保護者64名

講　師：澁谷俊彦氏（美術家）
内　容：本ワークショップは、表面は白く、裏面だけが蛍光色に塗られた用紙を用いて、白い面に蝶の影が輝く標本箱をつくるというものである。参加した子供と保護者とが協力して1組1つずつ標本箱を作成し、また参加者全員で40匹の蝶が舞う大きな標本箱も制作。出来上がったものは当館2階回廊の壁面に展示した。講師の澁谷俊彦氏は自然をモチーフにして立体、平面作品を展開する美術家であり、澁谷氏のこれまでの制作活動を出発点とし、保護者と子供が楽しみながら制作を体験できる方法を、澁谷氏と学芸員とで意見交換しながら当館でのプログラム向けに新たに組み立てた。参加した子どもたちは、三岸好太郎美術館の「飛ぶ蝶」の鑑賞時間の後、澁谷氏のアドバイスを聞きながら、制作のパートナーである保護者、そして作業のサポートをする博物館実習生らと意見交換しつつ造形体験をすることができた。
ミュージアム・ハイキング「展示室も、バックヤードも、庭も!夏のキンビをまるごと楽しもう」
日　時：8月10日（金）　午前10時30～11時45分、午後1時～2時15分
　　　　8月11日（土）　午前10時30～11時45分、午後1時～2時15分（全4回）

会　場：〈これくしょん・ぎゃらりい〉、収蔵庫、警備室、荷解き、北海道立三岸好太郎美術館など。

参加者：小学生とその保護者　61名

案　内：当館学芸員、他。
内　容：今年度新規に設けたこのプログラムは、学芸員のガイドにより、参加者がハイキング気分で美術館内を巡り、お宝である作品を鑑賞し美術館の裏側を探検するというツアー形式で行われた。普段見ることのできない美術館の裏側（収蔵庫、荷解室、警備室）をまわり、美術館活動を支える人々と触れ合った後、三岸好太郎美術館へ移動。三岸の生涯について話を聞き、作品を鑑賞した後、近代美術館へ戻って常設展示室で「これくしょんぎゃらりい」を鑑賞した。参加者は、親子の絆を深めながら、学芸員との対話を楽しんだり、様々な場所で働く人々と交流することによって、美術館に親しみを感じつつ、美術への関心と理解を深めることができたと考えられる。

■自由参加プログラム

ミュージアム･オリエンテーリング「夏休み！キンビでラッキー☆」
期　間：7月28日（土）～8月19日（日） 開館時間中
場　所：常設展示室、ミニ・アトリエ、ロビーなど。

参加者：1,350名

内　容：開催中であれば予約や時間の限定がなく、来館者は各自の都合の良い時に、各々のペースで参加することができるプログラムである。常設展示室〈これくしょん・ぎゃらりい〉や館内各所、三岸好太郎美術館をめぐりながら、計5ヶ所のチェックポイントでスタンプを集め、スタンプラリー形式で美術館に親しむことを目的とした。スタンプを集めて完走スタンプが押されたスタンプカードは「A★MUSE★LAND☆TOMORROW 2013」（11月22日～2013年1月20日）の小中学生招待引換券とし、再来館への契機とした。チェックポイントは以下のとおりである。A: アントワーヌ・ブールデル《力》（1階ホール）、B: らせん階段（常設展示室1階）、C: 〈壁の上の冒険〉（常設展示室2階）、D: ミニ・アトリエ「キラキラ　クルクル　まんげきょう作り」（2階ロビー）、E: 三岸好太郎美術館受付付近 
ミニ・アトリエ「キラキラ　クルクル　まんげきょう作り」
期　間：7月28日（土）～8月19日（日）午前10時～午後4時
場　所：2階ロビー

参加者：1,508名
内　容：開催中であれば予約や時間の限定がなく、来館者は各自の都合の良い時に各々のペースで参加することができるプログラムである。会場である2階ロビーに専用のコーナーを用意し、その場で配布するカラフルなビーズと万華鏡の制作キット一式をもとに、好きなビーズを組み合わせて万華鏡を作るという内容である。組み立てが容易な本体と平易かつ多様な表現の可能なビーズの組み合わせで造り上げるため幼少の子供にも取り組みやすく、また、視覚効果のある制作物のためか大人にも好評で、連日利用者で込み合っていた。プログラムの実施には北海道美術館協力会ボランティアがあたり、現場で誰もが楽しむことができるよう来館者に対応した。
